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「原子力発電所の非常用電源系統の蓄電池の劣化加速」 

に関する調査 

令和５年７月 27 日  

技 術 基 盤 課 

 

１．はじめに 

第５３回技術情報検討会1において、原子力発電所における蓄電池の劣化に関

する国際調査結果を報告し、事業者に蓄電池の腐食劣化や品質管理、急速充電の

実態、蓄電池の劣化監視、蓄電池交換及び蓄電池の能力確認の実態等について確

認することとなった。その後、第５７回技術情報検討会において、事業者による

実態調査結果を報告した。その結果、蓄電池が必要な容量を有することを確認す

る方法の妥当性、その手法を適切に事業者が運用しているか等について、引き続

き調査することとなった。 

今般、原子力エネルギー協議会（ATENA）よりこれらに関する資料（参考参照）

を受領したことから、その概要及び今後の対応（案）について報告する。 

 

２．事業者の蓄電池管理 

２．１ 蓄電池の劣化メカニズム 

（１）ベント式鉛蓄電池 

①正極板の格子又は芯金（鉛ーアンチモン系合金）が徐々に腐食、②アンチモ

ンが負極板に析出、③負極版の水素過電圧が低下、これにより充電電流が増加し

て①の正極板の腐食が促進される。また、②により④負極板の自己放電が増加し、

⑤電圧・電解液比重が低下し、⑥容量低下が起こる。また、⑦負極板でサルフェ

ーション2が起こる。 

 

 
1 令和 4年 5月 26 日 
2 負極では放電によって鉛から硫酸鉛に変化するが、過放電又は長期の充電不足などの原因により、安定

した結晶構造に変化し、充電しても鉛に戻らなくなる現象 

<技術情報検討会資料> 
技術情報検討会は、新知見のふるい分けや作業担当課の特定を目的とした事務的な会議体 
であり、その資料及び議事録は原子力規制委員会の判断を示すものではありません。 資料６０－２－３ 
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（２）制御弁式鉛蓄電池 

①正極格子が徐々に腐食し、②格子の導電部分の減少・やせにより、③導電性

が低下、④内部抵抗が増加し、⑤容量が低下する。 

 

２．２ 蓄電池の品質管理・保守管理（ベント式、制御弁式共通） 

（１）製造条件 

○国内メーカの厳しい品質管理のもと、工場における出荷試験として、構造

検査、電解液比重測定（ベント式）、内部抵抗測定（制御弁式）、電圧測定、

容量試験(全セル)3、想定負荷放電試験などを実施している。 

 

（２）蓄電池の容量設計 

蓄電池の定格容量は、以下の①②③の流れに基づき選定しており、③で決定し

た蓄電池の容量が 80%まで低下しても、余裕があり①の必要容量を下回らない。 

①蓄電池系統の負荷に対する必要容量を算定する。 

②寿命末期までに容量が 80%まで低下することを想定しても①の必要容量を

満たせるように初期容量を算出する。 

③②の容量に対して、余裕のある定格容量の蓄電池を選定する。 

 

（３）設置環境と使用条件 

①使用温度 

○温度が高いと正極格子等の腐食が促進され、温度が低いと化学反応が緩慢

になり蓄電池の容量が低下する。 

○発電所の蓄電池室は、建屋空調により年間を通じて温度管理を行っている。 

②充電状況 

 
3 容量試験装置の放電容量に応じて数セル単位で組み合わせて実施する試験を全セルに対して行う試験。

この試験により、蓄電池セルの容量が規定値以上であることを確認している。 
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○充電電圧が低すぎると充電不足となり、長時間継続すると負極板の自己放

電による活物質の劣化等が起こり、充電電圧が高すぎると過充電となり、

正極格子又は芯金の腐食が進行する。 

○浮動充電中の総電圧を１回/日確認し、適正な充電電圧が保たれているこ

とを確認している。 

③使用状況 

○蓄電池の充放電を繰り返すと蓄電池の寿命に影響を与える。 

○通常、直流負荷は充電器から供給され、蓄電池は充放電を繰り返す使用状

況にないため劣化しにくい。 

以上より、蓄電池の寿命・性能に影響を与える使用条件（使用温度、充電状

況、使用状況）はいずれも適切に維持されており、良好な状況である。 

 

（４）保守管理の方法 

①劣化診断(SBA G06064を参考に実施) 

○外観点検(全セル)、総電圧測定等(一次劣化診断、1 回/日)を実施してい

る。 

○全セルを対象に容量と相関の高い電圧・電解液比重(ベント式)、電圧・内

部抵抗(制御弁式)を測定(二次劣化診断、1 回/1～6 ヶ月)し、劣化傾向を

把握している。 

②容量試験 

○ベント式については、過去の単セルでの容量試験の結果（劣化診断の結果

最も劣化兆候が見られたセルの試験結果を含む）から、図１、２に示すと

おり、劣化診断項目（電圧及び電解液比重）により、蓄電池の容量管理は

できていると考える。 

○制御弁式については、データ数はベント式と比較して少ないものの、過去

の単セルでの容量試験の結果から、図３、４に示すとおり、劣化診断項目

（電圧及び内部抵抗）により、蓄電池の容量管理はできていると考える。 

 
4 一般社団法人電池工業会｢蓄電池設備－劣化診断の技術指針｣（SBA G0606） 
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図１ 過去に実施した単セルでの容量試験の結果（ベント式（容量と電解液比重の関係）） 

 

 

図２ 過去に実施した単セルでの容量試験の結果（ベント式（容量と電圧の関係）） 
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図３ 過去に実施した単セルでの容量試験の結果（制御弁式（容量と内部抵抗の関係）） 

 

 

図４ 過去に実施した単セルでの容量試験の結果（制御弁式（容量と電圧の関係）） 

 

 ③各社の保守管理 

○ 定期的に交換している会社は、メーカ推奨の頻度を参考に、劣化兆候が

見られる前段階で保守的に取替えを実施。 

○ 容量管理を行って交換している会社は、電解液比重・電圧の測定結果を

踏まえ、必要により容量試験(単セル)も実施することで、容量の減少が

加速（容量 80％未満）する前段階で取替を実施。 

○ 以上については、いずれも急激に劣化（容量 80％未満）する前段階で取

替を実施していることから劣化管理上の問題とはならない。 
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（５）まとめ 

○ これまでの容量試験において容量の低下が見られた安全系蓄電池はほ

とんどなく5、火災・過熱事象の発生もなく、定期的な容量試験(全セル)

を実施せずとも適切に維持管理できていると考える。 

○ 国内外の取り組み状況、運転経験を踏まえて、より適切と考えられる蓄

電池保守管理の方法を検討していく。 

 

３．今後の対応（案） 

原子力発電所の非常用電源系統の蓄電池の管理について、ATENA より事業者の

管理状況と蓄電池の管理の技術根拠について説明を受けた。その結果、日本にお

いては、組電池の全セルを接続しての容量試験や、容量試験装置の放電容量に応

じて数セル単位で組み合わせて実施する試験を全セルに対して行う試験を定期

的に実施しているわけではないが、過去に実施した単セルでの容量試験結果を

もとに、劣化診断項目（電圧、電解液比重、内部抵抗）と判定基準を設定し、こ

れらにより劣化診断を行っていることを確認することができた。また、このよう

な劣化診断を行うとともにメーカ推奨の交換頻度を参考に定期的に取替えを行

う、又は定期/不定期で代表セルに対する容量試験を実施して容量が 80%に至る

前に取替えを行う、といった方法により、蓄電池の容量管理はできていると考え

るとの説明があった。 

ATENA は、今回の蓄電池の管理方法の調査結果から、各社で保守管理の考え方に

違いが見られたことを踏まえて、今後、海外事例も参考にしながら事業者共通的

に適用できるより適切と考えられる安全系蓄電池の保守管理方法を検討してい

くとしている。海外には、組電池の全セルを接続しての容量試験が規定された規

格があることから、海外規格との対比も含め、今後、ATENA より検討結果につい

て聴取し、報告することとしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

参考 蓄電池劣化管理に係る対応状況について（令和５年７月２０日面談資料） 

 

 
5 長期停止中に試験的に 21 年間供用した蓄電池で 1 件事例がある 
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